
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 白百合女子大学 

設置者名 学校法人白百合学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

文学部 

国語国文学科 
夜 ・

通信 

32 

 

0 

0 32 13  

フランス語 

フランス文学科 

夜 ・

通信 
0 32 13  

英語英文学科 
夜 ・

通信 
0 32 13  

人間総合学部 

児童文化学科 
夜 ・

通信 

0 

0 32 13  

発達心理学科 
夜 ・

通信 
0 32 13  

初等教育学科 
夜 ・

通信 
0 32 13  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
本学ホームページに掲載 

https://www.shirayuri.ac.jp/guide/financial/usftro0000000157-

att/a1687168008979.pdf 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

 

https://www.shirayuri.ac.jp/guide/financial/usftro0000000157-att/a1687168008979.pdf
https://www.shirayuri.ac.jp/guide/financial/usftro0000000157-att/a1687168008979.pdf


  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 白百合女子大学 
設置者名 学校法人白百合学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
学園のホームページに公表 

http://shirayuri-gakuen.ac.jp/data/pdf/staff1.pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 弁護士 
2015.7.24-

2025.7.23 
法務 

非常勤 社会福祉法人役員 
2020.1.1-

2024.12.31 

医療福祉従事者の

視点からの助言 

（備考）非常勤理事の任期は 5年である。 

1.については 2020.7.24-2025.7.23 の任期で再任されている。 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 白百合女子大学 

設置者名 学校法人白百合学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

授業計画書（シラバス）については、「卒論指導」等の個別の研究指導を目

的とするごく一部の科目を除き、以下の全項目を含むシラバス作成を担当

教員に求めている。「授業のねらいと達成目標」、「授業概要」、「授業計画（授

業の形式、スケジュール等）」、「準備学習、履修上の注意」、「教科書・参考

書等」、「成績評価の方法（評価方法、評価 基準）」。作成されたシラバスの

学部学科等の教務担当教員による確認、教務部教務課によるシラバス整理

は、当該授業実施年度の前年度に行っている。確認・整理されたシラバス

は、当該年度当初の授業ガイダンス期間前から本学ホームページ上にて学

生に周知している。また、ホームページ上で外部にも公表している。なお、

要件１に対応して、実務経験のある教員が担当する科目については、「どの

ような実務経験のある教員が、どのような教育を行うのか」について記載

するよう求めている。 

授業計画書の公表方法 
シラバスは本学ホームページに掲載 
https://www.shirayuri.ac.jp/syllabus/51_.html 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 

https://www.shirayuri.ac.jp/syllabus/51_.html


  

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 

教員には、担当授業科目の履修学生の出席の確認を義務づけ、欠席・遅

刻等が多い学生に対する早めの注意喚起や助言・指導、さらに、所属学科

への通知を求めている。 各授業科目の学修成果については、出席回数の条

件（全出席回数の 2/3 以上の出席）を満たした学生を対象に、シラバスで

周知された方法（試験、レポート、平常授業時 の小テスト・小レポート、

演習・実習では質疑応答状況など）によって評価を行い、 評価 C 以上を

基準として単位の授与を行っている。なお、卒業論文、卒業研究について

は、学部学科の方針により、複数の教員による論文査読及び口述試験を課

した厳密な評価を行っている。個々の授業科目の学修成果の評価の他、卒

業及び進級・留年の判定については、４年次学生では単位取得状況の確認

と卒業要件の判定、１～３年次学生では単位取得状況の確認により、それ

ぞれ卒業判定教授会、在学生進級判定教授会において審議している。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

本学では、2018 年度入学生から GPA 制度を導入し、その算出方法は履

修要覧にて明示している。毎学期末に発行される成績通知書に、当該学期

の GPA 数値、年度 GPA 数値及び通算 GPA 数値が表示される。直前の学

期 GPA が 1.0 未満の学生に加え、各学科が基準を設定し、学年毎の標準

的履修単位数に比して取得単位数が著しく少ないと認める学生に対して

も、留学等考慮すべき事情のない限り、アドバイザー教員から注意喚起と

改善に向けた履修指導が行われることになっている。さらに、履修指導後

も状況が改善しない場合には、授業料減免措置や奨学金給付の廃止があり

得ることを警告し、当該学生の学修意欲を亢進させるように努めている。 

各学部学科の学年毎の標準的な履修単位数については、各学科で「履修モ

デル」を作成しホームページで公表しているところである。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

本学ホームページで公表している履修要覧に記載 

https://www.shirayuri.ac.jp/campus/enrollment/usftro000

0001z5l-att/shirayuri_youran_2023.pdf 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 

https://www.shirayuri.ac.jp/campus/enrollment/usftro0000001z5l-att/shirayuri_youran_2023.pdf
https://www.shirayuri.ac.jp/campus/enrollment/usftro0000001z5l-att/shirayuri_youran_2023.pdf


  

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

卒業認定の方針（ディプロマ・ポリシー、DP）は、本学学則に掲げられ

た「建学の精神」及び「本学の教育目標」に則った項目と、各学部学科の

「目的」に則った項目で構成し、公表している。前者は、各学部学科に共

通したリベラルアーツ的な内容となっており、後者は、各学部学科の専門

性に即した内容となっている。いずれも、社会的なニーズをも意識しなが

ら、学生が身につけるべき知識・技能、またその基盤となるべき能力につ

いて明示している。 また、ディプロマ・ポリシーを実現するために 教育

課程編成方針（カリキュラム・ポリシー）を定め、公表するとともに、これ

に基づいて設定された科目区分ごとにカリキュラムを編成し、必要な科目

を開講、実施するとともに、一覧を公表している。卒業と学位授与につい

ては、単位取得状況の確認 及び卒業要件の判定により、卒業判定教授会に

おいて、全教員の合議によって認定を行っている。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

「ディプロマ・ポリシー」ならびに「カリキュラム・

ポリシー」は本学ホームページで公表している履修

要覧に記載 

https://www.shirayuri.ac.jp/campus/enrollment/usftro000

0001z5l-att/shirayuri_youran_2023.pdf 

 

  

https://www.shirayuri.ac.jp/campus/enrollment/usftro0000001z5l-att/shirayuri_youran_2023.pdf
https://www.shirayuri.ac.jp/campus/enrollment/usftro0000001z5l-att/shirayuri_youran_2023.pdf


  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 白百合女子大学 

設置者名 学校法人白百合学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
http://shirayuri-

gakuen.ac.jp/data/pdf/bs_r04.pdf 

収支計算書又は損益計算書 
http://shirayuri-

gakuen.ac.jp/data/pdf/financial_r04.pdf 

財産目録 
http://shirayuri-

gakuen.ac.jp/data/pdf/inventory_r04.pdf 

事業報告書 
http://shirayuri-

gakuen.ac.jp/data/pdf/project_r04.pdf 

監事による監査報告（書） 
http://shirayuri-

gakuen.ac.jp/data/pdf/audit_r04.pdf 
 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法：本学ホームページに掲載 

（2021 年度白百合女子大学自己点検・評価報告書） 

Microsoft Word - 2021 年度自己点検・評価報告書 220802.docx (shirayuri.ac.jp) 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 
公表方法：本学ホームページに掲載 

（白百合女子大学に対する大学評価（認証評価）結果 2017 年度） 

白百合女子大学に対する大学評価結果.pdf (shirayuri.ac.jp) 

 

  

https://www.shirayuri.ac.jp/guide/financial/usftro0000000157-att/a1663817831230.pdf
https://www.shirayuri.ac.jp/guide/financial/usftro0000000157-att/a1526264589525.pdf


  

（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 文学部・人間総合学部 

教育研究上の目的（公表方法：本学ホームページに掲載） 

情報公開｜白百合女子大学 (shirayuri.ac.jp) 

（概要） 

《文学部》 

文学部は、専攻する言語・文学・文化の研究を通して、高いコミュニケーション能力を

身 につけ、自文化と他文化にわたる豊かな教養をもとに、多様な場面で他者と対話し、協

働 できる人材の育成を目的とする。 

《人間総合学部》 

人間総合学部は、児童自身が享受し参加する文化に対する深い理解を基礎に、その心身の

発達を 生涯に渡って支える視野と高度な専門性をもって、広く社会に貢献する人材の育成

を目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：本学ホームページに掲載） 

3 つのポリシー｜白百合女子大学 (shirayuri.ac.jp) 

（概要） 

両学部ともに、「所定の年限在学し、各学科が定める所定の単位を修得することで、以下

の能力を身につけたものに、学位を授与する」として、建学の精神に係る宗教教育、深い

教養と知性を養う基礎教育、グローバル社会で求められる外国語教育、及び専攻領域に応

じた専門教育を通じて、学士課程修了者として身につけるべき事柄について詳細に定め、

ディプロマ・ポリシーとして公表している。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：本学ホームページに掲載） 

3 つのポリシー｜白百合女子大学 (shirayuri.ac.jp) 

（概要） 

 両学部ともに、ディプロマ・ポリシーを具現化するため、前項で掲げた宗教教育、基礎

教育、外国語教育、専門教育に対応して、それぞれ宗教学科目、共通科目、外国語科目、

専門科目の科目区分を設定し、科目区分毎に、また専門科目については学科毎及び学科内

で設定している履修上のコース等毎に、カリキュラム構成の方針と、開講する科目群の内

容、方法について概括的に説明し、公表している。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：本学ホームページに掲載） 

3 つのポリシー｜白百合女子大学 (shirayuri.ac.jp) 

（概要） 

「本学の「建学の精神」「教育目標」を理解し、各学科の教育課程を履修するために以下

に示した必要な素養・学力を備えた人を求めます」として、学部学科毎に、高等学校にお

いて培われた入学者の意欲や関心、及び学修への姿勢や態度、そして学修成果などととも

に、大学での学修に向けた抱負や期待についても記述し、公表している。 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法：本学ホームページに掲載 

（大学の組織）大学の組織｜白百合女子大学 (shirayuri.ac.jp) 

 

  

https://www.shirayuri.ac.jp/guide/financial/index.html
https://www.shirayuri.ac.jp/course/trait/index.html
https://www.shirayuri.ac.jp/course/trait/index.html
https://www.shirayuri.ac.jp/course/trait/index.html
https://www.shirayuri.ac.jp/guide/faculty/


  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 4 人 － 4 人 

文学部 － 18 人 14 人 5 人 0 人 0 人 37 人 

人間総合学部 － 20 人 8 人 2 人 4 人 0 人 34 人 

教養部（一般教育） － 5 人 4 人 1 人 0 人 0 人 10 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0 人 294 人 294 人 

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公表方法：本学ホームページによる公表 

教員業績 - 教員一覧 (shirayuri.ac.jp) 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

文学部 280 人 163 人 58.2％ 1,180 人 935 人 79.2％ 0 人 3 人 

人間総合学部 195 人 202 人 103.6％ 720 人 773 人 107.4％ 0 人 2 人 

合計 475 人 365 人 76.8％ 1,900 人 1,708 人 89.9％ 0 人 5 人 

（備考） 

編入学定員は「若干名」で設定している。 

 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

文学部 
312 人 

（100％） 

12 人 

（  3.8％） 

260 人 

（  83.3％） 

40 人 

（  12.8％） 

人間総合学部 
194 人 

（100％） 

9 人 

（  4.6％） 

161 人 

（  83.0％） 

24 人 

（  12.4％） 

合計 
506 人 

（100％） 

21 人 

（  4.2％） 

421 人 

（  83.2％） 

64 人 

（  12.6％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

東京都教育委員会、株式会社ベネッセスタイルケア、PwC 京都監査法人、株式会社ＪＡＬスカイ、株式

会社 LITALICO、明治安田生命保険相互会社、マンパワーグループ株式会社、株式会社森ビルホスピタ

リティコーポレーション、日本生命保険相互会社、ＡＮＡエアポートサービス株式会社、クリスチャンデ

ィオール株式会社、ゴディバ ジャパン株式会社、コモタ株式会社、株式会社サマンサタバサジャパンリ

ミテッド、株式会社そごう・西武、株式会社パレスホテル、株式会社リゾートトラスト、株式会社日本入

試センター、丸三証券株式会社、三井住友信託銀行株式会社、三菱ＵＦＪトラストビジネス株式会社、第

https://www.shirayuri.ac.jp/guide/financial/researchwork/index.html


  

一生命保険株式会社、日本年金機構、ＳＫＹ ＧＲＯＵＰ、あずさ監査法人、アニコム損害保険株式会

社、イトキン株式会社、いなば食品株式会社、ソフトバンク株式会社、ベリーベスト法律事務所、加賀電

子株式会社、株式会社ＴＡＳＡＫＩ、株式会社オカムラ、株式会社ロフト、株式会社星野リゾートグルー

プ、株式会社長谷工アーベスト、株式会社帝国データバンク、株式会社東京商工リサーチ、株式会社博報

堂プロダクツ、株式会社和光、警視庁、虎門中央法律事務所、三井住友海上火災保険株式会社、三菱 UFJ

国際投信株式会社、住友化学株式会社、住友生命保険相互会社、東急リゾーツ＆ステイ株式会社、日本通

運株式会社、日本郵便株式会社、富士屋ホテル株式会社 など 

（備考） 

 

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

文学部 
324 人 

（100％） 

276 人 

（  85.2％） 

28 人 

（  8.6％） 

21 人 

（  6.5％） 

0 人 

（  0％） 

人間総合学部 
197 人 

（100％） 

181 人 

（  91.9％） 

10 人 

（  5.1％） 

5 人 

（  2.5％） 

0 人 

（  0％） 

合計 
521 人 

（100％） 

457 人 

（  87.7％） 

38 人 

（  7.3％） 

26 人 

（  5.0％） 

0 人 

（  0％） 

（備考） 

中途退学者数には除籍者も含む。 

2 年次以降の編入生及び再入学者は除く。 

2019 年度入学者の内、１名が人間総合学部から文学部へ転学部・転学科となった。 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

開講科目の一覧、及び授業科目のシラバスを、作成・公表している。シラバスには、個々の

授業科目について、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画が、具体的に記述されてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

個々の授業科目についてはシラバスに学修評価の基準及び方法を明記しており、それに従っ

て、適正に評価がなされている。卒業の認定については、卒業要件として各学部学科が定める

基準を満たしているかどうかについて、教務部教務課において事務的に確認の上、卒業判定教

授会において、すべての科目区分担当の専任教員による承認を得ることとしており、最終的に

学長が決定している。 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

文学部 

国語国文学科 124 単位 有 

半期 24 単位 

（資格課程履修者は

半期 30 単位） 

ﾌﾗﾝｽ語ﾌﾗﾝｽ文学科 124 単位 有 

半期 24 単位 

（資格課程履修者は

半期 30 単位） 

英語英文学科 124 単位 有 

半期 24 単位 

（資格課程履修者は

半期 30 単位） 

人間総合学部 

児童文化学科 124 単位 有 

半期 24 単位 

（資格課程履修者は

半期 30 単位） 

発達心理学科 124 単位 有 

半期 24 単位 

（資格課程履修者は

半期 30 単位） 

初等教育学科 124 単位 有 

半期 24 単位 

（資格課程履修者は

半期 30 単位） 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 

公表方法：未公表（ＧＰＡの分布、及び学生個々のＧＰＡについ

て、学生本人及びアドバイザーが確認の上、履修相談、履修指導

等に活用している） 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 

公表方法：未公表（学生本人及びアドバイザーが履修状況・単位

修得状況を確認の上、履修相談、履修指導等に活用している） 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：本学ホームページに掲載 

（校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること） 

https://www.shirayuri.ac.jp/guide/financial/index.html 
 

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

文学部 

 

国語国文 

700,000 円 350,000 円 400,000 円 施設設備費 維持費 ﾌﾗﾝｽ語ﾌﾗﾝｽ文学 

英語英文 

人間総合

学部 

児童文化 

700,000 円 350,000 円 

400,000 円 施設設備費 維持費 

発達心理 430,000 円 施設設備費 維持費 実験実習費 

初等教育/児童教育 418,000 円 施設設備費 維持費 実習諸経費 

初等教育/幼児教育 445,000 円 施設設備費 維持費 実習諸経費 



  

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

本学では、学科・学年毎に、専任教員のアドバイザーが置かれ、学生の履修に関する相

談、学生生活に関する相談を行っている。学業、課外活動、アルバイト、心身の健康、一身

上ならびに経済上の問題などについて、個人面談を中心に、助言・指導を受けることができ

る仕組みとなっている。 

また、アドバイザー以外にも、各学科研究室に配置された事務職員が、各種相談に応じる

他、必要に応じて学内各部署に学生をつなぐ役割も果たしている。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

キャリア支援課における学生の進路選択に係る支援は、３年生の４月に実施する第１回就

職総合ガイダンスおよび、その直後から３年生全員を対象にした「個別オリエンテ－ショ

ン」で本格化する。学生支援の担い手はキャリア支援課職員及び委嘱しているキャリアカウ

ンセラー（有資格者）12 名で構成され同規模大学と比しても充実した体制を整えている。現

在のコロナ禍を経て社会活動の正常化が進められる中、採用活動の特に面接においてはオン

ラインと対面の併用が主流となっている。そのような状況も踏まえ学生との面談形式は、オ

ンライン(zoom)と対面を併用し、学生が選択的に利用できる体制としている。学内で実施さ

れる各施策についても、総合ガイダンスといった多数の学生を対象とした企画ではオンライ

ン実施を基本とし、面接対策講座など比較的少人数で実施される企画では対面式でかつ実施

回数を複数設定するなど、引き続き新型コロナ感染予防対策に十分配慮しながら学生が支援

を受けやすい環境作りに配慮している。さらに民間志望者には学内企業説明会・企業見学

会・ＯＧ訪問会等、教育職志望者には特別区幼稚園の学内説明会・教員採用試験対策講座等

を実施するなど、多様な進路選択の機会を提供している。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

学生の心身の健康の維持・増進を目的としてウェルネスセンターを設置し、「ウェルネス

センター事務室」「健康相談室」「学生相談室」の 3つの部署に分かれて運営している。 

ウェルネスセンター事務室では、支援や配慮が必要な学生からの相談を受け付け、各学科・

教育センターへの配慮依頼および学生への回答連絡を行っている。健康相談室では、校医

（内科）及び看護師による救急時及び平常の医療に関わる対応や助言、また定期健康診断及

び事後の健康指導･健康相談を行っている。学生相談室では、臨床心理士及び校医（精神科）

による心理相談、アセスメント、カウンセリング等の心理療法を行う他、学内外との連携に

よって、学生生活を支える活動に取り組んでいる。学修に関わる具体的な支援が必要と思わ

れる場合は、3つの室で連携し対応している。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：本学ホームページによる公表 

（白百合女子大学学術機関リポジトリ）建学の精神・教育目標｜白百合女子大学 (nii.ac.jp) 

 

https://shirayuri-u.repo.nii.ac.jp/

